
 

 
 

 

2021 年 12 ⽉ 8 ⽇ 
⽇鉄エンジニアリング株式会社 

 
欧州廃棄物プラントメーカーSteinmüller Babcock Environment 社の株式譲渡について 

 
⽇鉄エンジニアリング株式会社（代表取締役社⻑︓⽯倭⾏⼈、本社︓東京都品川区、以下「当社」）は、

⽇⽴造船株式会社（取締役社⻑兼 COO︓三野禎男、本社︓⼤阪府⼤阪市、以下「⽇⽴造船」）及びその

完全⼦会社である Hitachi Zosen Inova AG（本社︓スイス、以下「HZI」）との間で、当社が保有する

Steinmüller Babcock Environment GmbH（本社︓ドイツ、以下「SBENG」）のすべての株式を HZI に

譲渡する契約（以下「本契約」）を締結することを本⽇開催の取締役会において決定致しましたのでお知

らせいたします。なお、本契約は本年 12 ⽉ 9 ⽇に締結し、SBENG 株式譲渡の実⾏は必要な⼿続きの完

了を条件としております。 

当社は、2014 年に SBENG を買収し、同社が保有するストーカ炉式廃棄物発電技術（以下「本技術」）

の導⼊、当社のシャフト炉式ガス化溶融炉技術の強みと合わせた商品⼒強化及び本技術に係る知的財産

の⾃社保有（SBENG との共同保有化）を経て、本技術を⾃社の技術として市場提供する基盤を構築して

参りました。その上で、当社は、廃棄物発電施設に係る事業については、⽇本を含むアジア地域に経営

資源を集中する⽅針を決定したことから、欧州における SBENG の強みを最⼤限発揮し同社のさらなる

発展の⽅策を検討していたところ、今般、⽇⽴造船との間で本契約の締結について合意にいたりました。 

なお、本技術については、2015 年 3 ⽉に公益社団法⼈全国都市清掃会議からも⼗分な信頼性を有し、

⽇本国内の廃棄物発電施設に適合可能であることを確認して頂いており、当社は、2018 年に台湾（桃

園市）のストーカ炉式廃棄物発電施設※1）を受注し、2020 年から 2021 年にかけては⽇本国内におい

ても 3 ⾃治体案件※2）を受注しております。 

当社は、再⽣可能エネルギー施設や廃棄物発電施設などの施設建設（EPC）と、これら施設の運営・

維持管理型サービス（O&M）事業の両輪で、アジア地域の脱炭素化に貢献しつつ成⻑を⽬指しておりま

す。当社が保有する「ストーカ炉式」及び「シャフト炉式」双⽅の技術を活⽤して、従来以上に個々の

お客様のニーズに寄り添った最適なエンジニアリングソリューションを提供することで、⽇本・台湾・

東南アジア各国において⼀層戦略的な事業を推進する⽅針です。 

当社はこれからも、ステークホルダーの皆さまと共に、気候変動・エネルギー問題や環境調和型社会

の構築などの社会課題に取り組み、社会・産業のサステナブルな発展に貢献し続けてまいります。 



※1） 330t/⽇×2 炉 

※2） 北九州市「新⽇明⼯場整備運営事業」（254t/⽇×2 炉）、⻄いぶり広域連合「⻄いぶり広域連合新中間処理施設整備・運営事

業」（74.5t/⽇×2 炉）、川⼝市「川⼝市⼾塚環境センター施設整備・運営管理事業」（142.5t/⽇×2 炉）の 3 件。 

 

【株式譲渡する⼦会社の概要】 

＜SBENG＞ 
１） 名称 Steinmüller Babcock Environment GmbH 

２） 所在地 Fabrikstraße 1, 51643 Gummersbach, Germany 

３） 代表者の役職・⽒名 Thomas Kurt Feilenreiter (Managing Director) 

４） 事業内容 廃棄物発電施設の設計・調達・建設・メンテナンス、⽕⼒発電所等向
け排ガス処理設備の設計・調達・建設 

５） 資本⾦ 90,000,000 ユーロ 

６） 設⽴年⽉⽇ 2002 年 

７） ⼤株主および持株⽐率 ⽇鉄エンジニアリング株式会社︓100％ 

 

 

【お問い合わせ先】 

⽇鉄エンジニアリング株式会社 

サステナビリティ・広報部 広報室︓03-6665-2366 

URL: https://www.eng.nipponsteel.com/contact/index.html 
 

以 上 


